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 平成２１年１２月２９日（火）市内医療機関から、市内旅館に宿泊している高校生

が、下痢、嘔吐、腹痛症状のため、受診しているとの通報が奈良市保健所にありまし

た。 

概要は以下のとおりです。 

 

１．経過 

平成２１年１２月２６日（土）から高校ラグビー大会のため高校生及び職員等５

３名が、市内に宿泊していた。 

１２月２８日（月）から２９日（火）にかけて、生徒１４名が、嘔吐、下痢を発

症し、うち１３名が、市内医療機関を受診し、うち１名が、ノロウイルス検査陽

性と診断された。奈良市保健所は、立ち入り調査を実施し、感染拡大防止のため、

消毒、嘔吐物の処理、手洗いの励行などを指導。現在、原因等調査中。 

２．施設名 

  学校法人聖パウロ学園 光泉中学・高等学校 

  校長 馬場 勲（ばば いさお） 

  所在地 滋賀県草津市野路町１７８ 

３．宿泊者数及び発症者数 

  宿泊者数：生徒４６名（男４３名・女 ３名） 

       職員等７名（男 ６名・女 １名） 

  発症者数：生徒１４名（男１３名・女 １名）年齢：１５～１８歳 

       職員等の発症者なし 

４．主な症状 

   嘔吐･下痢・腹痛 

５．その他 

  入院者及び重症者なし。 

   

奈良市保健所保健予防課 

電話：0742-23-6173 


